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共同研究報告 （年次終了） 

  研究代表者がこれまで構築したイメージング技術を駆使し、武川睦寛教授が精力的に研
究を進めてきたシグナル伝達研究への応用展開をはかることを目的とし、MAPキナーゼ・カ
スケードが制御している細胞増殖、アポトーシス、EMTなどをin vivoでイメージングするシ
ステムを構築し、さらに武川教授が専門の液-液相分離顆粒（ストレス顆粒）について、超解
像顕微鏡を含めさまざまな蛍光顕微鏡を駆使し、そのイメージング法と新規解析法の開発を
進めた。 
  2024年度には、愛媛大学と医科研で、プラスミドや細胞、プロトコールをシェアし、愛
媛大学において、ストレス顆粒イメージングを含めた各種イメージングプローブを導入した
がん細胞を作製し、さらに医科研と愛媛大学双方でin vitro実験を進めた。また、愛媛大学
において、特に超解像顕微鏡を駆使したストレス顆粒のイメージング技術の開発を進めた。 
  その結果、非常に興味深いことに、愛媛大学で精力的に研究を行ってきたPKRがストレス
顆粒の形成に関与し、そのメカニズムに新規性があることがわかった。 
  また、研究代表者は、2021年度から癌・細胞増殖部門／人癌病因遺伝子分野の村上善則
教授と共同研究を開始し、研究代表者が確立した２光子励起顕微鏡イメージング技術および
超解像顕微鏡イメージング技術を駆使して超解像観察の実験系を構築し、その技術を医科学
研究所と共有してきた。さらに村上善則教授が精力的に研究を進めてきたCADM1の下流に作
用するキナーゼ候補分子を見出し、その分子メカニズムを明らかにし、2024年度に共同で論
文発表した（Okujima Y et al., Sci Rep. 2024）。 

 

 

 


